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は非常に弱いものである（たとえば、Gortner Lahmers & Zulauf, 2000； 
Schuman et al., 1985）。筆者たちが 2014 年度に実施した学生の実態調査
においても、アルバイトが学修成果に及ぼす影響を明確に見いだすこと
はできなかったが、週に 4 日以上アルバイトをする学生は GPA が平均
を下回る傾向が見られ、また 1 日あたりのアルバイトが 5 時間を超える
と、4 時間程度にとどまる学生に比べて GPA が低い傾向は見られた。た












et al.（2005）では、回答者に対して 1 週間あたりの学習時間を尋ねる際
に、アルバイトの時間とパーティーに参加した時間の回答も求めており、























































営学科の全学生を対象に行っている。2014 年度に続き 2015 年度には質問
項目の一部を入れ替えて実施しており、本稿では 2015 年度の調査結果を
用いた分析を行う。
「学修・生活の実態調査」と題するこの質問票調査は、2015 年 11 月 26 日
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から 2016 年 1 月 7 日の約 1 ヶ月半にわたって実施した。調査全体での有
効回答は 532 名分、回答率は 68.2% であった。ただし、1 年生について
は、他の学年と就学キャンパスが異なり、また冬休み明け初日に実施した
ため、回答率が 25.4% にとどまった5。したがって、1 年生を対象とする
分析の解釈にあたっては、この点を留意する必要がある。1 年生を除く各
学年の回答率は高く、同一キャンパスに所属する 2 ～ 4 年生の回答率は
85.3% にのぼった。なお、本稿では全て同じ選択肢を選ぶなど明らかに真




























の考え方にどの程度あてはまるのかを 7 点尺度（1：まったく違う～ 4：
どちらども言えない～ 7：まったくその通り）で測定し、以下の分析にお
いては各質問に対する考え方を「否定的」「中立的」「肯定的」と大きく 3
つに分けたものを用いる。「否定的」には 7 点尺度で 1 あるいは 2 と回答
したものを、「中立的」には同じく 3 ～ 5 の回答を、そして「肯定的」に
は 6 ないし 7 を回答したものをそれぞれ当てはめる。


















かを問うた。本稿の分析で用いる具体的な質問項目は表 2 に示す 2 つであ
り、筆者たちが独自に作成した項目である。アルバイトに対する考え方を
尋ねたときと同様に、回答者である学生が自分自身にどの程度あてはまる
















































































































** ** ** **
－
















0.083 0.054 0.053 ─ 0.044 ─ 0.018 0.254











































































 　平均の差の検定で 1 % 有意





































分散分析を行ったものが表 6 ─ 1 ならびに表 6 ─ 2 である。表 5 において変



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 たとえば、Proactive Personality, Academic Engagement, and Academic Adjustment 
of University Students （17th International Conference on Education and 
Social Science, Taipei, Taiwan. December 2015）.
2 口頭発表については、2015 年 11 月 2 日武蔵野大学第 4 回 FD 研修における
結果の一部発表や、同年 12 月 1 日・2 日の両日にわたって実施した FD 発
表会「学修成果に寄与するための施策検討～経営学科『学生調査』による学
生の実態把握から考える」、2016 年 1 月 14 日に開催された 2015 年度第 3 回
武蔵野大学政治経済研究所研究フォーラム「学生の成績推移に見られる特
徴」などがある。
3 この内容は、2015 年 12 月 1 日・2 日にわたって実施した FD 発表会で発表
している。
4 日本の大学生が欧米の大学生に比べて勉強しないという議論では、2012 年 7
月 24 日に開催された大学分科会（第 108 回）・大学教育部会（第 20 回）合
同会議で配付された資料がしばしば引き合いに出される。
5 1 年生は 1 月 6 日の 1 日のみで実施し、2 ～ 4 年生については 8 名を除いて
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